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〔巻頭〕 機関雑誌の意義
千葉医学会雑誌も既に第 43巻に達し伝統のある千葉
大学の医学に関する機関雑誌として益々発展しつつある
ことは私等千葉大学の医学部に関心の深いものとして誠
に慶ばしいことと思います。
この様な雑誌の刊行をつづけてゆくことは本学の研究
者がその快心の研究業績を後世に残すには誠に意義のあ
るものであって，心をこめて，思う存分に自分の業績を
発表する大切な機会を作ることが出来ることは本学にと
ってまた日本ひいては世界に向って極めて大事な事業と
思います。
本学の先達の一人である馬杉復三教授が後年馬杉腎炎
としてアレルギー性糸球体腎炎の実験的発生の功績を世
界の医学会に承認されるに至った端緒とも云う可き原著
は実にこの千葉医学会雑誌第 9巻(昭和 6年〉に Ne-
phrotoxinによる腎変化として初めて詳細な発表をされ
た実験報告であります。当時は学界でも未だあまり注目
されていなかったが馬杉教授は止むに止ま札ぬ学究精神
に燃えてその業績の第一歩を詳細に本誌に記載されまし
た。そしてその 2年後には ZieglerBeitrageに独文で
発表され，漸次今日の如く世界に認められ不朽の功績を
残すに至ったのであります。
滝沢延次郎
この様な意味のある論文を自由に発表出来る雑誌を千
葉大学が持っておってこれを継続しておることは私達の
誇りとする所であります。
然しこの千葉医学会雑誌も終戦直後には一時発刊が困
難になり改名，合併すると云う所迄追いつめられたこと
が編集幹事をやっておる時に起り，当時の医学部長の加
賀谷名誉教授の御尽力でこれを継続することになって今
日に及んでおるわけであります。
私は当時既にこの様な不朽の業績の端緒となった論文
の載っておる雑誌を改名合併することにはどうしても同
意することが出来なかったことを思い出します。
本学に燃え初めた学問の焔はこれを絶やさないで後世
に伝える責任があると考えます。それにはこの千葉医学
会雑誌は誠に意義のあるものと考えます。
私はこの雑誌には今迄も叉これからも後世から見て学
開発展の重要な礎石となり後学の士を発奮させる様な立
派な業績が発表されることが必ず何度か起ることを期待
して千葉大学に関心の、深い研究者と共に本誌の隆々発展
することを念願しております。
〈前医学部長，千葉大学医学部第一病理学教室〉
